






















































































































































































































































































































































































































































　すなわち，本帖は 1934年 9月 9日当日にすべて書
















































































































































































































（ 9 ）　前掲，『中外商業新報』1934年 12月 6日付．
（10）　『須磨弥吉郎画集』三彩社，1961年と，『とき（須
磨日記）』とき編纂会，1964年．
（11）　これら遊印二方について，誰がどのような経緯で捺
したのかは，現時点で不明である．「樊山手書」は清末
民初の詩人・樊増祥（1846︲1931）の印文で，「撫孤松而
盤桓」は陶淵明の「帰去来兮辞」の一節である．
（12）　前掲，須磨ノート「京滬洋画派」のうち「洋画派　
第二，徐悲鴻（ハ）Ⅱ，動物（2） 駿馬素描（Ⅳ一九
九）」の項，350頁．
（13）　「萬先」なる人物について，須磨が軸裏に記した墨
書は譚萬先（冕階）であると伝える．須磨は，本図を孫
文の側近で国民党主席をつとめた譚延闓（1880︲1930）
の甥で善徳堂主人の譚開先から入手した．
